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　夏本番となり、暑苦しい日が続い
ています。そこでおすすめしたいの
が、ステテコです。近頃は種類やデ
ザインが多様に。先日、初めて履い
たところ、涼しく快適で愛用してい
ます。ステテコの素材にも使われる
クレープは高島の特産品です。ステ
テコで快適な夏を過ごし、地元産業
に貢献しませんか？　　　　　　　
　　　　　　　　　（広報担当Ｓ）

　

Ｊ
Ｒ
安
曇
川
駅
周
辺
に
は
、
弥

生
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の

遺
跡
で
あ
る
南
み
な
み
い
ち
ひ
が
し

市
東
遺
跡
と

下し
も
ご
た
ん
だ

五
反
田
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
遺
跡
が
最
も
栄
え
た
時
期

は
、
今
か
ら
約
１
６
０
０
年
前
の

古
墳
時
代
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
市
東
遺
跡
で
は
、
当
時
の
日

本
列
島
内
で
も
早
い
段
階
で
、
竪

穴
住
居
と
よ
ば
れ
る
建
物
内
に
竃
か
ま
ど

を
設
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
跡
か
ら

は
、
初
期
須す

え恵
器
、
陶
質
土
器
、

軟
質
土
器
と
よ
ば
れ
る
朝
鮮
半
島

系
の
土
器
が
多
く
出
土
し
、
大
陸

と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

下
五
反
田
遺
跡
は
、
南
市
東
遺

跡
の
北
西
約
５
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ

に
あ
り
、
南
市
東
遺
跡
と
同
じ
様

に
、
初
期
的
な
竃
や
大
陸
系
の
遺

物
、
製
塩
土
器
や
鍛
冶
を
行
っ
た

痕
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
日

本
海
を
通
じ
た
大
陸
と
の
交
流
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
同

じ
時
期
の
集
落
と
比
べ
て
も
、
生

産
と
流
通
が
一
定
以
上
の
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
先
進
的
な
集
落
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
遺
跡
は
、
立
地

や
性
格
か
ら
密
接
な
関
係
に
あ

り
、
共
に
こ
の
時
期
の
安
曇
川
流

域
に
お
け
る
拠
点
的
な
集
落
と
い

え
ま
す
。

　

ま
た
、
滋
賀
県
下
の
類
似
す
る

遺
跡
と
し
て
は
、
湖
北
の
旧
高
月

町
高
月
南
遺
跡
や
湖
南
の
守
山
市

下し
も
な
が長
遺
跡
、
湖
東
の
旧
安
土
町
小

中
遺
跡
群
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
程

度
で
す
。

　

こ
の
こ

と
か
ら
、

琵
琶
湖
周

辺
に
所
在

す
る
５
世

紀
代
の
拠

１
６
０
０
年
前
の
拠
点
集
落

点
集
落
の
一
つ
と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、こ
の
周
囲
に
は
、

八は
っ
た
ん
だ

反
田
遺
跡
や
東ひ
が
し
く
ぼ
た

窪
田
遺
跡
な
ど

古
墳
時
代
の
集
落
跡
が
あ
り
、
古

墳
時
代
の
人
々
の
営
み
は
、
Ｊ
Ｒ

安
曇
川
駅
一
帯
か
ら
西
側
に
か
け

て
広
が
っ
て
い
た
様
子
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
出
土

品
は
、
高
島
歴
史
民
俗
資
料
館

（
月･

火
休
館
）
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。　
　
　
　
（
文
化
財
課
）

▲南市東遺跡出土土器


